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2018（平成30年3月25日発行）

∴：：主な内容
1P．第27匡Ⅰ芸能膏薬祭
－2P二第27由能酪心こ残る想い出
’gP．あれや！これや／私のためしみ

きP．1中コ≡センコーナー／地域のわだい

4P．1中⊃ミセン活動団体紹介．・．・∴・

4P．地元の歴受／部会だより二∴

丁ヰ地・区地域のふれあい．を広める会

ソ闇芦一献

願　第27回芸能音楽祭

1月13日、市封ヒ会館小ホールで第27回芸能音楽祭が開催されました0各自治会やコミセン利用団体26組と特別1

出演1組の発表がありました。今回は観客が多く、開演時は立ち見が出るほどでした。会場からは“がんばれ－’’などのか，十㌔

け声が上がり、大変盛り上がりました。

初
参
加
の

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

は
じ
ま
り
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

樋
熊
　
千
春

1
中
コ
ミ
セ
ン
で
は
、
昨
年
1
0

月
か
ら
シ
ニ
ア
向
け
の
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
講
座
　
（
シ
ニ
ア
だ

け
の
グ
ル
ー
プ
は
、
全
回
的
に
も

あ
ま
り
例
が
な
い
）
　
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
短
期
間

の
練
習
の
た
め
チ
グ
ハ
グ
な
動
き

も
あ
り
ま
し
た
が
、
「
い
い
ぞ
！
」

「
が
ん
ば
れ
！
」
　
の
声
が
客
席
か

ら
上
が
り
、
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ

ン
の
音
楽
に
乗
っ
て
、
気
持
ち
よ

く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

湊
線
今
昔
物
語

笑
顔
を
皆
さ
ん
に

西
中
根
女
性
セ
ミ
ナ
ー
劇
団

佐
野
　
美
知
子

私
た
ち
セ
ミ
ナ
ー
劇
団
2
0
名

は
、
お
ら
が
湊
繚
（
ひ
た
ち
な
か

海
浜
鉄
道
）
が
多
く
の
方
に
愛
さ

れ
存
続
で
き
る
よ
う
応
援
団
と

な
っ
て
、
平
成
2
0
年
か
ら
「
湊
線

今
昔
物
語
」
を
寸
劇
に
し
て
、
施

設
等
を
慰
問
し
て
い
ま
す
。
セ
リ

フ
は
ア
ド
リ
ブ
で
、
会
場
の
皆
さ

ん
と
掛
け
合
い
を
し
な
が
ら
一
体

に
な
り
、
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い

ま
す
。今
回
も
笑
い
と
元
気
を
い
た
だ

き
、
楽
し
く
出
演
で
き
ま
し
た
。



平成30年3月25日　　　　　　　　　　　　一中地区ふれあい　　　　　　　　　　　第94号　（2）

ラ・ジョロナ・イ・ラ・サンドンガ≪長堀フォークダンスクラブ≫

春日山懐古、菊花≪やよい吟詠≫

ジャズスタンダード≪中根自治会≫

キラ睾ラ星とタンス≪長松自治会≫

イ工デットネフェシュ≪フォークダンスロンド≫

越後水源≪大成呵自治会≫

朝ドラメドレー≪アンサンブルStrom≫

客席はほぼ満員！（〈〈）！

おてもやん≪大平自治会≫

皆
様
に
”
感
謝
″大
平
自
治
会
　
打
越
　
は
つ
江
（
哲

大
東
亜
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
は
、
私
が
1
0
歳
の
年
。
父
は
そ

の
年
　
（
昭
和
1
6
年
）
　
の
8
月
1
日
に
、
陸
軍
に
入
隊
し
ま
し

た
。
那
珂
川
が
氾
濫
（
実
家
は
三
反
田
）
し
て
ま
だ
水
が
引
か

な
い
大
変
な
時
で
、
畳
を
上
げ
た
家
か
ら
出
て
行
っ
た
姿
を
覚

え
て
い
ま
す
。
一
番
下
の
弟
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
。
3
5
歳
の
出

征
で
し
た
。
中
国
か
ら
各
地
を
回
り
、
昭
和
2
0
年
5
月
に

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
戦
死
。
今
、
テ
レ
ビ
で
映
像
が
流
れ
る
と

「
あ
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た
の
か
」
と
父
を
思
い
ま
す
。
父
親
の

顔
は
写
真
だ
け
の
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ド
ジ
ョ
ウ
を

捕
っ
た
り
馬
を
ひ
い
た
り
す
る
姿
を
覚
え
て
い
ま
す
。

戦
時
中
、
B
2
9
が
飛
ん
で
来
る
と
土
手
に
掘
っ
た
防
空
壕
に

逃
げ
込
み
ま
し
た
。
夜
、
艦
砲
射
撃
の
爆
弾
が
勝
田
の
工
場
の

方
に
火
を
吹
い
て
飛
ん
で
行
く
の
を
、
防
空
壕
の
中
か
ら
見
て

い
ま
し
た
。
田
や
畑
に
、
爆
弾
の
殻
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

父
が
い
な
い
た
め
牛
や
馬
は
売
っ
て
し
ま
い
、
田
畑
は
近
所

の
人
の
助
け
を
借
り
て
祖
父
母
と
母
と
5
人
兄
弟
で
ま
ん
の
う

で
耕
し
て
、
米
や
じ
ゃ
が
芋
・
さ
つ
ま
芋
等
を
作
り
ま
し
た
。

祖
父
が
「
父
親
が
い
な
く
て
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
、
米
を
売
っ

て
那
珂
湊
の
女
学
校
に
通
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
朝
6
時
に
家

を
出
て
、
帰
り
は
夕
日
と
共
に
片
道
2
時
間
、
太
陽
に
向
か
っ

て
歩
い
て
通
い
ま
し
た
。

2
2
歳
で
結
婚
。
昭
和
5
0
年
に
着
物
着
付
け
師
の
免
許
を
取
っ

て
、
三
の
丸
ホ
テ
ル
の
着
付
け
部
で
定
年
　
（
6
5
歳
）
　
ま
で
働

き
、
そ
の
後
1
中
コ
ミ
セ
ン
で
　
「
ふ
れ
あ
い
着
物
着
付
け
教

室
」
　
の
講
師
を
務
め
て
2
0
年
。
今
で
は
、
大
平
会
館
で
着
付
け

を
教
え
た
り
カ
ラ
オ
ケ
・
銭
太
鼓
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。
た
ま
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
出
か
け
ま
す
。
こ
れ
も
、

父
を
含
め
た
家
族
そ
し
て
皆
様
の
お
蔭
と
“
感
謝
“
で
す
。
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、ゴ私のたのしみ

P『好きなこと』で麻痔を克服
嶋′　　　　益子　智子さん（75）
西中根にお住まいの益子智子さんに、日頃の楽しみ

についてお話を伺いました。

益子さんは40年以上も前からお習字教室を開いて

いて、西中根で育った半分以上の人はお世話になった

のではないでしょうか。現在もご自宅で34人の子ども

たちに、週3回教えています。

小さい頃から物を作ることが大好きで、吉葉町に住

んでいた小学生の時は、やはり物作りの好きだったお

母様と、水戸まで人形作りを習いに行っていたそうで

す。益子さんはおしゃれな服を自分で作りたいと、就職

してから夜間に洋裁学ヰ交に通い、店に納めるほどに腕

をあげました。その他にも、ケーキ・パン・油絵・パ、ソチ

ワーク・トールペイント・染色・ステンドアート…と作れ

るものは何にでも挑戦し、遠くまで習いに行く等趣味

の域を通り越して、教室を開くまでになりました。「教

えるからには責任があるから、きちんと身につけない

と」と、物作りへの姿勢を語ってくれました。

ところが6年前、脳梗塞を起こし右半身麻癌。病院

1ケ月半とリハビリ施設半月の入院で、何とか杖なしで

歩けるまでになりました。病院では、動かない右手を

ゆっくり動かしながら編み物をやって、一生懸命リハビ

リ。退院してから始めた吊し離作り。細かい作業を続

けるうちに、入院前とほぼ同じ生活ができるように

なって、好きな海外旅行にも行けるようになりました。

作業部屋の壁一面に飾られた作品に囲まれて「これ

からの人生は、自分の足で歩いて好きなことを楽しん

で生きていきたい」と語る姿から、病気を克服した強

さと喜びが伝わってきました。

‘威風会▲

平成9年、勝田一中に親父の風を吹かそう

と「風の会」が発足。代表は新出文雄さんで会

員は約30人。中学校に関連している人が会員

で、子どもが卒業した後も活動を続けていま

す。今までに、演台・渡り廊下・ベンチの製作、

トイレの修理、PTAと一緒に年2回の除草作

業に参加。最近では樹木の枝払いも行いまし

た。また、毎年学習机の天板交換を卒業生・保

護者・先生方と行っています。学区の小学校か

らも依頼を受け、百葉箱・鉄棒の補助板修

理・ガーデンテーブル作りや修理などの支援

をしています。今後も子どもたちと関わってい

きたいとのことです。

て｝∠言

′ご：

冒
地域のわだい
．≡辰巳自治会裏化展▲
11月25・26日、昨年に続き2匡】目の三反田

自治会文化展（文化・芸術・芸能発表・スポー
ツ交流・健康講演会）が開催されました。集会

所には、多種類の作品（写真・絵画・木工・焼き

物・彫刻・俳句等）を展示。三反田小体育館で
は、輪投げ・バドミントン等。校庭では、グラン

ドコルフが行われました。

25日の午後は、市高齢福祉課の永井真裕美さ

んによる「健康体操」、介護支援専門員の行弘

理恵さんによる「大人の生活習慣病」について

の講演もありました。

26日の午後は、カラオケ等の芸能発表会があ

り、日頃の練習成果を披露していました。

【”

一勝負独社是古武術妻納清武1
勝倉神社で3年前、百数十年ぶりに披露され

た古武術「為我流柔術」が、11月23日、同神社の

献穀祭で演武されました。

為我流は、江戸中期に水戸で発祥した柔術

で、勝倉地区を中心に幕末から明治に、県央か

ら県北にかけて広まり、最盛期には門弟が数千

人を超えたそうです。現在は水戸で、古武道振興

会の関口流抜刀術師範である祖父江光紀さん

の一門が、保存継承しています。

当日はあいにく雨天のため、祖父江さんの開

口流抜刀術は室内で、続いて門下生による為我

流の演武は軒下で、行われました。

為我流の師範代を務める種村高之さんによる

と、為我流は空手と柔道を合わせたような、技の

多い護身術だそうです。

老
年
の
学
び

大
平
自
治
会池田
　
聴

昨
年
の
暮
れ
、
自
宅
の
机

周
り
の
整
理
を
し
よ
う
と
本

棚
に
目
を
や
っ
た
と
こ
ろ
、

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
着
け
た
未

読
の
本
が
数
冊
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
の
一
冊
を
開
く

と
、
幕
末
の
儒
学
者
で
昌
平

肇
（
し
ょ
う
へ
い
こ
う
）
閥
の

総
長
を
務
め
た
佐
藤
一
斎
の

「
言
志
田
録
」
　
（
げ
ん
L
L
ろ

く
）
封
の
解
説
書
で
し
た
。

本
を
読
み
進
む
う
ち
に
、
有

名
な
「
一
二
学
の
教
え
」
が
出
て

き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
　
「
少

年
の
時
学
ん
で
お
け
ば
、
壮

年
に
な
っ
て
そ
れ
が
役
に
立

ち
、
何
事
か
為
す
こ
と
が
で

き
る
」
　
「
壮
年
の
時
学
ん
で

お
け
ば
、
老
年
に
な
っ
て
も

気
力
の
衰
え
る
こ
と
が
な

い
」
　
「
老
年
に
な
っ
て
も
学

ん
で
い
れ
ば
、
見
識
も
高
く

な
り
、
よ
り
多
く
社
会
に
貢

献
で
き
る
か
ら
死
ん
で
も
そ

の
名
の
朽
ち
る
こ
と
は
な

い
」
で
す
。

老
年
に
な
っ
て
も
学
ぶ
こ

と
は
大
切
で
、
学
ぶ
こ
と
自

体
が
気
力
と
体
力
の
源
泉
に

な
り
、
退
屈
し
た
り
、
ボ
ケ

た
り
し
な
い
そ
う
で
す
。

自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
携
わ
る
者
と
し
て

「
老
人
が
学
ぶ
」
機
会
や
場

所
の
提
供
を
、
ど
の
よ
う
に

充
実
す
べ
き
か
考
え
さ
せ
ら

れ
た
次
第
で
す
。

馴
昌
平
輩

江
戸
幕
府
の
学
校

幕
臣
・
子
弟
教
育
の
場

裏
言
志
田
録

人
生
の
指
針
書

西
郷
隆
盛
な
ど
が
愛
読

地
域
と
趣
味

大
成
町
自
治
会

稲
見
　
泰
生

東
海
村
か
ら
転
居
し
て
、

4
3
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最

初
、
市
内
に
知
人
は
一
人
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
と
か

近
所
の
方
と
は
交
流
が
あ

り
、
町
内
会
に
参
加
す
る
よ

う
に
誘
わ
れ
入
会
し
ま
し

た
。
1
5
軒
1
組
を
構
成
す
る

組
織
で
、
年
1
回
正
月
に
宴

会
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
葬
式
は
、
亡
く

な
っ
た
人
の
家
を
使
用
し
て

執
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
今
ま
で
に
5
回
の
葬
式

を
手
伝
い
、
墓
掘
り
二
八

尺
・
帳
場
等
の
仕
事
を
担
当

し
ま
し
た
。
お
陰
で
葬
式
の

段
取
り
は
、
大
体
覚
え
ま
し

た
。
し
か
し
最
近
、
葬
式
が

斎
場
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
組
の
手
伝
い

は
要
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

全
部
を
斎
場
に
任
せ
て
い
る

た
め
、
葬
式
の
段
取
り
が
分

か
ら
な
い
若
い
人
が
増
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

趣
味
の
コ
ル
フ
は
現
在
、

月
に
4
～
5
回
ラ
ウ
ン
ド
し

て
い
ま
す
。
大
成
町
の
コ
ル

フ
愛
好
会
に
誘
わ
れ
て
入
会

し
、
交
流
の
範
囲
が
広
が
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
一

中
地
区
の
ゴ
ル
フ
大
会
に
も

大
成
呵
チ
ー
ム
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。
三
世
代
交
流

大
会
の
ペ
タ
ン
ク
や
グ
ラ
ン

ド
コ
ル
フ
に
も
、
ゴ
ル
フ
メ

ン
バ
ー
と
一
緒
に
参
加
し
て

充
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

牽
烏
　
山

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
・
・
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十五郎穴横穴墓群
中桶にある十五郎穴横穴墓群は、虎塚

古墳が造られた古墳時代の終末から平安
出土した大刀

時代にかけて、丘陵の斜面に横穴を堀り亡くなった人を埋葬したお墓です。ここは海や

川を見渡せる要衝の地で、同じ地域には虎塚古墳や笠谷古墳群などが有り、古くから

地域の首長や家族を埋葬する特別な墓地でした。

ひたちなか市教育委員会が2007年から8年間にわたり調査を行った結果、274基が

確認されました。その外にも埋没しているものと合わせて約500基以上の存在が推定

され、東日本最大級の規模です。その構造は大型の平天井・アーチ形・ドーム形の天井

のものや家形など、いろいろな形の横穴墓がある事が判明し、近隣（1～2キロの範囲

内）に多くの集団が存在していたと推測されています。横穴墓の中からは、茨城県内で

は2例日の出土である蕨手刀という大刀や、正倉院宝物以外では全国初の金銅製の飾

りのついた刀子が発見され話題となりました。

十五郎穴という呼名については、「曾我物語」の曾我十郎・五郎が横穴に隠れ住んで

いたという伝説があります。また、鎌倉時代の後期に築城された中根城の武士たちは、

当時よく演じられていた「曾我物語」の、若くして無残な最期をとげた曾我兄弟の姿

に、戦乱の世の明日の我が身の運命を重ね合わせ、横穴で十郎五郎の霊を供養しまし

た。その様な事から十五郎穴と呼ばれるようになったと思われます。

部会だより

楽しく無理せず　ヨーガ教室
シャイテリア・ヨーガ　代表

私が参力0しているヨーガの会は、午後7時から始ま

ります。日々の生活の中で、時には疲れていたり、気

分が落ち込んでいる事もありますが、家族の夕食を整

えると、いそいそと出かけてしまいます。それは、楽し

い仲間に会えてヨーガの時間が過ぎていくうちに、ス

トレスがすっかり消えてリフレッシュするからです。

「お母さんはヨーガをすると、やさしくなるから

行っておいでよ」と子どもたちに送り出されるという

方もいます。ヨーガをすると体だけでなく、心も柔ら

かくなるようです。

興味はあるけど体が硬いし、きつそうだからとため

らっている方、ご自分の体力や体調に合わせて無理な

くできますし、いろいろアドバイスしてくださるので

大丈夫です。皆さん良い方たちで、和気あいあいと楽

しい会です。
一度体験してみませんか、お待ちしています。

1中コミセン3階　談話室（和室）
第1・2・3水曜日19：00～21：00

問い合せ先1中コ三セン029－275－2671

玩二二∴こて　＿
．　一＿　　　一一ゝ　＿　▼ィ．・－＿一11

体
育
部
会

2
月
1
2
日
松
戸
体
育
館
で
、

第
7
回
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
。
各
チ
ー
ム
は

年
々
技
術
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、

館
内
の
寒
気
を
吹
き
飛
ば
す
熱

戦
が
展
開
さ
れ
た
。

【
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
】

優
勝
　
コ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

（西中根）

二
位
　
金
上
A

三
位
　
新
前
南

【
フ
レ
ン
ド
リ
ー
戦
】

優
勝
　
中
根

福
祉
部
会

2
月
1
0
日
、
6
0
人
の
参
加
で

地
域
福
祉
講
習
会
「
認
知
症
を

学
び
地
域
で
支
え
よ
う
・
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
た
。
南
部
お
と
し
よ
り

相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
よ
る

講
義
や
、
認
知
症
予
防
・
健
康
促

進
の
た
め
の
「
コ
グ
二
サ
イ
ズ
」

に
取
り
組
み
、
出
来
た
り
出
来

な
か
っ
た
U
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
講

習
会
と
な
っ
た
。

今
号
は
芸
能
音
楽
祭
の
写

真
等
を
、
1
・
2
面
に
掲

載
し
ま
し
た
。
今
年
は
昨

年
よ
り
観
客
が
多
く
、
出

演
者
・
観
客
と
も
に
盛
り

上
が
っ
た
こ
と
が
伝
わ
れ

ば
幸
い
で
す
。

今
回
の
　
「
地
域
の
わ
だ

い
」
　
へ
の
話
題
提
供
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
情
報
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

環
境
部
会

2
月
3
日
、
部
会
メ
ン

バ
ー
の
連
帯
感
ア
ッ
プ

の
た
め
、
コ
ミ
セ
ン
で
親

睦
会
を
実
施
し
た
。
約

2
0
人
が
参
加
。
郷
土
の

偉
人
の
紹
介
（
武
石
浩

破
、
他
3
人
）
、
輪
投
げ

ゲ
ー
ム
、
昼
食
を
取
り
な

が
ら
の
抽
選
会
等
で
盛

り
上
が
り
、
次
年
度
の
活

発
な
活
動
推
進
を
誓
っ

て
、
お
開
き
と
な
っ
た
。雷

青
少
年
部
会

今
年
度
の
親
子
ふ
れ
あ
い
ス

キ
ー
を
2
月
3
日
、
あ
だ
た
ら

高
原
ス
キ
ー
場
で
実
施
し
た
。

毎
年
好
評
で
今
年
は
8
3
人
の
参

加
が
あ
り
、
バ
ス
2
台
に
分
乗
し

出
発
し
た
。
最
高
の
天
候
に
恵

ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
ス
キ
ー

学
校
に
入
っ
た
り
、
リ
フ
ト
に

乗
っ
た
り
し
て
、
時
間
を
忘
れ
る

ほ
ど
楽
し
み
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い

が
で
き
た
。

文
化
部
会

2
月
3
日
、
「
幕
末
の
水
戸
藩

と
桜
田
門
外
の
変
」
と
題
す
る

歴
史
講
話
会
を
開
催
、
約
6
0
人

が
参
加
し
た
。
講
師
は
、
事
件
に

加
わ
っ
た
志
士
「
鯉
渕
要
人
」
の

子
孫
で
あ
る
鯉
渕
義
文
民
。

鯉
渕
要
人
の
人
柄
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
、
事
件
が
起
こ
っ
た
理
由
や
そ

の
背
景
な
ど
、
子
孫
か
ら
見
た
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

壁

史

講

話

ム

玄

　

　

　

l

・

一

安
全
防
災
部
会

2
月
1
5
日
、
3
4
人
が
参
加
し

て
、
開
港
し
て
2
0
年
目
の
常
陸

那
珂
港
周
辺
を
視
察
し
た
。
初

め
に
、
震
災
後
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
　
「
常
陸
那
珂
火
力

発
電
所
」
を
見
学
。
価
格
が
安

い
石
炭
か
ら
、
常
時
2
0
0
万

k
W
を
発
電
。
環
境
保
全
の
た

め
の
様
々
な
対
策
に
つ
い
て
説

明
を
聴
き
、
施
設
を
見
学
し

た
。
有
害
物
質
を
取
り
除
い
た

灰
は
常
陸
那
珂
港
埠
頭
建
設
の

た
め
に
利
用
・
処
分
さ
れ
て
い

る
。
次
に
、
船
に
乗
り
常
陸
那

珂
港
整
備
経
過
を
海
上
か
ら
見

学
し
た
。


